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まとめ 

• 分配関数の位相は、MC計算での荷
電共役対称性の破れによって生じる 

• 低温での振る舞いは𝑍𝐺.𝐶.(𝑖𝜃)の性質か
ら理解できる 

• 統計数を9倍に上げることで 
𝑇 = 0.813𝑇𝐶  , 𝑁𝐵 ≤ 7 

の範囲で複素位相に改善が見られた 


